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第 9次中期経営計画策定に関するお知らせ

大同工業株式会社および当社グループ各社は、2012～2014 年度を計画対象期間とする第 9次中期経営計画
を策定いたしましたので、その概略についてお知らせいたします。

記

Ⅰ．第 9 次中期経営計画の目指す姿

アジアなど成長市場の需要を取り込むため、第８次中期経営計画（2009～2011年）で推進したグローバ

ル事業体制をさらに加速させ、二輪・四輪用製品の海外生産の更なる拡大、海外拠点のＲ＆Ｄ機能の強化、

販売製品群の拡大等を図っていきます。

一方、グローバル展開の更なる推進は、本社マザー工場のものづくりの空洞化を伴います。その穴を埋

めるべく、また、チェーンに代わる将来の収益源となる柱を確立すべく、新たな事業分野に挑戦し、新規

事業の確立を目指します。

新たなステージに向けたこれら取組みを強力に推進するためには、その担い手となる人財の育成強化が

急務となっています。優秀な人財の能力、モチベーションを最大限に活かすことにより、事業の各機能を

強化し、常に発展しつづける企業体質づくりを進めます。

Ⅱ． 経営スローガン

『新たなステージへの変革』 ～Innovation to the next stage～

Ⅲ．会社方針

１．グローバル事業の更なる展開を図る

① グローバル化を積極的に展開し、新興国など世界の成長を取り込む

② 既存海外拠点の販売製品群の拡大

③ ２輪・４輪事業の海外生産の更なる拡大

④ 国内産機事業の強化と海外事業への展開

２．新規事業を創出する

① 新商品の開発（本社空洞化対策、事業領域の拡大）

② 自由な発想による新規分野の開拓

③ Ｍ＆Ａ、アライアンス、産学連携等による外部技術（事業）の取り込み

④ 既存技術伝承と独自技術による需要開拓

３．次世代を担う人財を育成する

① グローバル人財の育成及び強化

② 海外赴任、海外研修のしくみつくり

③ 人財の現地化推進

Ⅳ．数値目標
本計画最終年度となる 2014 年度において、連結売上高 500 億円、連結営業利益 40 億円（営業利益率 8％）

の達成を目指します。
以 上



第９次中期経営計画（2014 中計）

120 期～122 期（2012 年度～2014 年度）

アジアなど成長市場の需要を取り込むため、第８次中期経営計画（2009～2011年）で推進した

グローバル事業体制を更に加速させ、二輪・四輪用製品の海外生産の更なる拡大、海外拠点のＲ＆Ｄ

機能の強化、販売製品群の拡大等を図っていきます。

一方、グローバル展開の更なる推進は、本社マザー工場のものづくりの空洞化を伴います。その穴

を埋めるべく、また、チェーンに代わる将来の収益源となる柱を確立すべく、新たな事業分野に挑戦

し、新規事業の確立を目指します。

新たなステージに向けたこれら取組みを強力に推進するためには、その担い手となる人財の育成強

化が急務となっています。優秀な人財の能力、モチベーションを最大限に活かすことにより、事業の

各機能を強化し、常に発展しつづける企業体質づくりを進めます。

『新たなステージへの変革』

～Innovation to the next stage～

① グローバル化を積極的に展開し、新興国

など世界の成長を取り込む

② 既存海外拠点の販売製品群の拡大

③ 二輪・四輪事業の海外生産の更なる拡大

④ 国内産機事業の強化と海外事業への展開

① 新商品の開発

（本社空洞化対策、事業領域の拡大）

② 自由な発想による新規分野の開拓

③ Ｍ＆Ａ、アライアンス、産学連携等によ

る外部技術（事業）の取り込み

④ 既存技術伝承と独自技術による需要開拓

① グローバル人財の育成及び強化

② 海外赴任、海外研修のしくみつくり

③ 人財の現地化推進

1. グローバル事業の

更なる展開を図る

2. 新規事業を

創出する

3. 次世代を担う

人財を育成する
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四輪事業

•世界５生産拠点（日本・
タイ・中国・米国・インド
ネシア）の相互補完により
合理的な生産・供給・販売
体制を構築する。

•原価管理を徹底し、利益率
の高い事業体質を創る。

•DIDチェーンシステムの量
産納入を拡大し、四輪市場
でのシェアアップを図る。

二輪事業

•インドでの生産体制を確立
し、市場競争力あるチェー
ン生産体制を確立する。

•タイ生産子会社における
チェーンのＲ＆Ｄ機能を強
化し、開発のスピードアッ
プとコストダウンを図る。

•ドライブチェーンのグロー
バル仕様を確立し、各海外
生産拠点での現調化対応を
図る。

産機事業

•高機能・高性能を中心とし
た搬送用チェーンの生産体
制を再構築し、多品種・少
量生産を強化する。

•量産不採算品の海外調達に
より、採算改善と拡販を行
う。

•国内・海外メーカーとの連
携を強化し、需要が更に伸
びるアジア、シェアの低い
欧州における拡販を行う。

ＡＳ事業

•コスト低減活動に
より事業の採算性改
善を行う。

•いす式曲線型新製
品の開発及び徹底し
た品質改善により
『楽ちん号』『エス
カル』ブランドの再
生を図る。

技術開発

•成長分野（環境、
エネルギー、ＥＶ、
ＢＯＰ等）への参入
を目指し、新規事業
の企画・開発を行う。

•グローバル市場で
必要とされ続けるた
め、各拠点からの
ニーズに応えること
のできる新製品・新
技術開発を行う。

•グローバルニーズ
に対応できるスピー
ディな開発体制の構
築を目指す。

•グローバル経営に
必要なＩＴ化の推進
を行う。

生産

•四輪チェーン
更なる体質改善のた
め、生産管理のＩＴ
化と工程間搬送の自
動化を行う。

•二輪チェーン
シールチェーンの最
適コストを追求し競
争力を更に高める。

•産機部門
残す技術と調達する
技術を明確にしてサ
プライチェーンを構
築するとともに、高
機能高付加価値、標
準品それぞれに見合
う生産ラインの再整
備を行う。

•ｱﾙﾐﾘﾑ･ﾎｲｰﾙ部門
利益創出のため、自
動化・省人化を中心
に工場再構築を行う。

調達・管理
部門

•個々の能力、適性
を活かして新規事業
やグローバルフィー
ルドで活躍できる人
財を育成する。

•グローバル調達を
拡大し、コストダウ
ンを図る。

•リスクアセスメン
トを定着させ、災害
を未然に防止する体
制を確立する。

•海外拠点との連携
を強化し、世界同一
品質保証体制を構築
する

•企業知名度、企業
価値の向上を図る。


